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美郷町総合計画に基づいて、本格
的な町づくりに着手した平成18
年度の決算のうち、一般会計を中
心に主な事業と決算額をお知らせ
します。

　平成18年度の美郷町一般会計および５つの特別会計
の決算が、９月７日に開かれた町議会定例会で認定さ
れました。
　平成18年度は「美郷町総合計画」を基本とした町づ
くりに本格的に着手した年であり、長期的な視野の下
これまでの事務事業の見直しを行い、旧町村で違いが
あった各種補助金や委託料の統一を図るなどして、経
費節減と効率的な予算執行に努めました。

一般会計決算
経常収支比率93.3％と改善するも
依然として厳しい財政状況を表す

　平成18年度の一般会計決算額は歳入126億14万3千円、
歳出119億1,325万9千円で、6億8,688万4千円の黒字とな
りましたが、平成17年度からの繰越金8億5,697万円を差
し引いた単年度収支は、1億7,008万6千円の赤字となりま
した。
　財政の弾力性を示す経常収支比率〔町税や地方交付税な
ど町が自由に使える収入に対する人件費や社会保障費、公
債費（借入金の返済）など毎年必要となる経費の割合〕は
93.3％となり、17年度決算の96.1％に比べ2.8ポイント改善
された結果となりましたが、依然として適正なレベルとは
言えない状況にあります。また、公債費が町の財政にどれ
だけ負担をかけているかを判断する指標である実質公債費
比率は19.5％（県の町村平均は17.8％）となっています。こ
れらの原因としては、地方交付税の削減などにより町が自
由に使える収入が減ったこと、臨時財政対策債という借入
金の返済が始まったこと、土地改良事業などの受益者負担
分の返済に対する補助金が多いことが挙げられます。
　町では今後、こうした指標を改善するために一層の行政
改革を推進し、公債費などの後年度に負担しなければなら
ない経費の軽減策を講じるなど、財政の健全化に向けた取
り組みを強化します。

特別会計決算
4つの特別会計で黒字決算

　特別会計とは、特定の事業を行うための歳入歳出を、
一般会計と区別して別個に処理するための会計です。
　本町の場合は、国民健康保険・老人保健・簡易水道・
下水道・農業集落排水の５つの特別会計があり、18年度
決算においては老人保健特別会計をのぞく４つの特別会
計で黒字決算となりました。なお、老人保健特別会計の
不足分については19年度会計から補てんしています。

平成18年度特別会計決算

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 24億7,630万3,765円 21億8,898万4,974円

老人保健特別会計 24億7,583万5,854円 24億8,125万4,566円

簡易水道事業特別会計 ４億5,051万2,644円 ４億3,699万0,134円

下水道事業特別会計 ３億7,550万9,725円 ３億6,796万6,597円

農業集落排水事業特別会計 ２億1,716万3,621円 ２億1,641万1,545円

合　　計 59億9,532万5,609円 56億9,160万7,816円

●小中学校施設環境整備事業 …１億7,339万１千円
　　３つの小中学校で耐震補強工事を実施するなど、児
童生徒が学校生活を安心・快適に送ることはもとより、
災害時における地域住民の避難場所としての役割を確
保しました。

●消防設備整備事業 ………………… 505万４千円
　　災害時の通信手段確保のため、アマチュア無線通信
設備の設置を行ったほか、六郷東部地区簡易水道事業
に伴い消火栓を設置し、火災発生時の消防水利を確保
しました。

●夢プラン応援事業 …………………8,790万４千円
　　戦略的農作物のなど産地拡大と農業の担い手育成の
ための施設導入を支援しました。

●畜産環境整備事業 ………………………3,183万円
　　地域内の家畜排せつ物を適正処理し、畜産環境の改
善や良質で安価な有機質肥料の供給、耕畜連携による
循環型農業の確立のため、堆肥センターに関する運営
検討協議会を立ち上げるなどの施策を実施しました。

●企業誘致推進事業 ………………… 140万１千円
　　町内企業の異業種間の連携を図るとともに、誘致企
業の事業拡大に対する補助金を交付し、企業経営の安
定と発展に寄与しました。

e都市公園整備事業…………………6,812万６千円
　　大台野広場のパーク・マレットゴルフ場や駐車場の
整備などを行いました。

r道路維持・新設改良事業… ９億6,763万１千円
　　町内幹線道路の改良工事のほか、道路の維持補修、
除排雪作業を行いました。

（決算額は千円未満を省略してあります）
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平成18年度

決算報告
q町の日記念式典開催事業…………… 91万６千円
　　11月１日を「町の日」に制定。11月３日に町の日記
念式典を挙行し、記念講演や町政に功労のあった方の
表彰などを行いました。

●行政区機能強化事業 …………… 1,601万４千円
　　行政区活動の円滑な推進のため、行政区の担う役割
を実施するための基本的な活動に対して交付金などを
交付するとともに、地域活動の拠点となる会館などの
整備に対して補助金を交付しました。

●生活密着型交通体系対策事業 … 2,040万７千円
　　生活バス路線の維持のため、バス事業者に運行費赤字
部分の一部補助を行ったほか、飯詰駅の管理運営委託を
行い、生活に密着した公共交通の維持を行いました。

w秋田わか杉国体リハーサル大会事業 … 5,611万１千円
　　第62回国民体育大会の自転車競技会及びバドミン
トン競技会に向け、リハーサル大会として第41回全
国都道府県対抗自転車競技大会及びバドミントン日本
リーグ2006二部秋田大会を開催しました。

●成人総合健診及び乳幼児健診事業 …１億３万２千円
　　成人の早朝総合健診を実施し、疾病の早期発見・早期
治療に寄与したほか、乳幼児の健診及び健康相談など実
施し、乳幼児の心身の健やかな成長に寄与しました。

●はり・きゅう・マッサージ施術費助成など … 1,189万９千円
　　満65歳以上の高齢者の健康の増進を図るため、は
り・きゅう・マッサージの施術を受ける場合の費用の
一部の助成したほか、千畑温泉保養所の利用料の助成
を行いました。

●成人教育事業……………………… 242万５千円
　　生涯学習講座を定期的に開催したほか、各公民館で
パソコン教室を開催するなど、町民の文化意識と生活
技術の向上に寄与しました。

平成18年度の主な事業と決算額

歳 入 
 

歳 出 

●分担金及び負担金 6,571万2千円（0.52%） 
●使用料及び手数料 1億3,983万5千円（1.11%） 
●財産収入 2,183万4千円（0.17%） 
●寄付金 20万1千円（0.00%） 
●諸収入  3億2,673万2千円（2.59%） 
 
　　　　　　繰入金  7億289万2千円（5.58%） 
 
　　　　　　　　繰越金 8億5,697万円（6.80%） 
 

町債 
16億1,360万円 
（12.81%） 

 町税町税 
13億6,034万円万円 
（10.80%） 

 
 

町税 
13億6,034万円 
（10.80%） 

 
 

地方交付税地方交付税  
53億3,412万3千円 
（42.33%） 

 
 

地方交付税  
53億3,412万3千円 
（42.33%） 

 
 

国庫支出金 
7億6,582万3千円 
（6.08%） 

 ●地方譲与税 4億6,259万4千円（3.67%） 
●利子割交付金 489万2千円（0.04%） 
●配当割交付金 310万7千円（0.02%） 
●株式等譲渡所得割交付金 183万9千円（0.01%） 
●地方消費税交付金 1億9,859万3千円（1.58%） 
●自動車取得税交付金  9,711万1千円（0.77%） 
●地方特例交付金 2,828万円（0.22%） 
●交通安全対策特別交付金  474万4千円（0.04%） 
 

県支出金県支出金 
6億1,092万1千円 
（4.85%） 

 

県支出金 
6億1,092万1千円 
（4.85%） 

 

総務費 
13億2,796万4千円 
（11.15%） 

民生費 
21億7,838万7千円 
（18.29%） 

衛生費衛生費 
6億6,355万6千円 
（5.57%） 

農林水産業費農林水産業費 
7億9,580万円8千円 
（6.68%） 

土木費土木費 
14億8,151万8千円 
（12.44%） 

衛生費 
6億6,355万6千円 
（5.57%） 

農林水産業費 
7億9,580万円8千円 
（6.68%） 

土木費 
14億8,151万7千円 
（12.44%） 

教育費 
15億2,427万7千円 
（12.79%） 

公債費 
20億7,227万円 
（17.39%） 

自 

依 

存 

財 
源 

主 
財 
源 

議会費 1億4,465万3千円（1.21%） 
労働費 235万1千円（0.02%） 
商工費 3億6,947万円（3.10%） 
消防費 4億1,097万5千円（3.45%） 
災害復旧費 734万5千円（0.06%） 
諸支出金 9億3,468万5千円（7.85%） 
予備費 0円（0.00%） 

平成18年度一般会計決算 
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